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 健康福祉常任委員会会議記録（概要） 

 平成２９年３月２１日（火） 

 開  会（午後５時３２分） 

 【議  事】 

 ○所管事務調査「子ども支援について」 

 子どもの貧困について 

亀山委員長 当委員会においては、研修や視察、文書質問、政策討論会を行い、貧困

の連鎖を断つことが重要であるという共通認識のもと、課題と対策につい

て協議してきました。２月１４日に開催した委員会の中では、３月定例会

中に意見書をまとめたいとの意見がありました。 

これまでの委員会活動を踏まえ、国への意見書をまとめたいと思いま

す。各会派から出された意見をもとに、正副委員長案として意見書をまと

めることとしてよろしいですか。  

（委員了承） 

 

 休  憩（午後５時３３分） 

 （休憩中に協議会を開催し、意見集約を行った。） 

 再  開（午後５時３８分） 

亀山委員長 意見書案をまとめたので、ご確認いただきたい。 

 子どもの貧困対策の推進と強化を求める意見書 

平成２５年に実施された国民生活基礎調査では、子どもの相対的貧困率
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が１６．３％、約６人に１人の子どもが貧困状態にあることが明らかにな

った。これはＯＥＣＤ加盟国３４カ国中２５位という結果である。また、

ひとり親世帯の相対的貧困率は５４．６％で、半数以上のひとり親世帯が

貧困状態にある。これらのデータは、日本の子どもたちが生まれ育った家

庭の事情等により、その未来が制限されている可能性があることを示して

いる。 

こうしたなか、所沢市議会では、健康福祉常任委員会において、子ども

の貧困対策を取り上げ、調査・研究等を行い、平成６年に４．６２％であ

った当市における就学援助率が、平成２７年度には１６．８７％となって

いる状況等をふまえ、子どもの生活実態を把握することなどを盛り込んだ

「子どもの貧困対策に関する提言」を行ったところである。 

貧困の連鎖を断つことを目的とする「子どもの貧困対策の推進に関する

法律」が施行され、教育や保護者の就労、経済支援等を盛り込んだ「子供

の貧困対策に関する大綱」が策定されて約２年半が過ぎた。地方自治体は

地域の状況に応じた施策に取り組み始めているが、その大半で、子どもの

貧困についての体系的な調査・分析がされていない。 

よって、国においては、貧困の連鎖を断つとともに、すべての子どもた

ちが自らの意思に基づき自分自身の可能性を広げることができる、笑顔あ

ふれる未来の実現のため、下記の内容に早急に取り組むことを強く求め

る。 

               記 

１ 貧困の実態を詳細に把握するとともに、貧困率の具体的削減目標を
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設定すること。 

２ 授業料の無償化と給付型奨学金を更に拡充すること。 

３ 子どもの医療費助成制度を国の制度とすること。 

４ 生活保護世帯で大学や専門学校への世帯内就学を可能にすること。 

５ 児童扶養手当の支給を隔月にすること。 

６ 所得税法および地方税法を改正し、未婚のひとり親世帯にも寡婦控

除を適用すること。 

７ 「地域未来塾」の更なる普及を図ること。 

８ スクールソーシャルワーカーを適切に配置するための予算措置を

講じること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

なお、提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、

財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣とする。 

 

亀山委員長 本意見書を別添の委員会提出議案（案）のとおり、３月定例会の最終日

に提出することとしてよろしいですか。（委員了承） 

 

 また、「子ども支援について」のうち、「子どもの貧困について」は、

審査を終結することでよろしいですか。（委員了承） 
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 ○閉会中の継続審査申出の件について（特定事件） 

 閉会中の継続審査申出の件については、別紙の内容で申出を行うことと

決定した。 

 散  会（午後５時３９分） 

 



    特定事件 常任委員会閉会中継続審査申出表 

 

平成２９年第１回（３月）定例会 

 

 健康福祉常任委員会 

 

  １ 地域福祉について 

  ２ 障害者福祉について 

  ３ 高齢者福祉について 

  ４ 社会保障について 

    （低所得者支援・介護保険・国民健康保険・高齢者医療） 

  ５ 子ども支援について 

  ６ 青少年育成について 

  ７ 保健・医療について 

   

 


